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ThT 蛍光値が低いことから、形成された線維は少ないと解釈される。以上の結果より、in vitro におけるβ2-m アミ
ロイド線維形成に対する還元剤の阻害効果が確認された。また、高速液体クロマトグラフィーを用いて SS 結合の還
元を確認したところ、天然状態では還元されにくかったが、本研究で用いた条件では速やかに還元された。これは、
化学変性や熱変性によって SS 結合が溶媒に露出したためと解釈される。部分的な構造変化はβ2-m の線維形成を誘
発する要因の１つと考えられている。還元剤はそのような線維形成が起こりやすい条件において、その能力を発揮す
る有効な阻害薬となることが期待される。 














 本論文は、β2 ミクログロブリンの SS 結合に着目し、還元剤がアミロイド線維形成を阻害することを明らかにす
ると共に、アミロイド線維形成の分子機構の理解を進展させた重要な論文である。よって、本論文は博士（理学）の
学位論文として十分価値あるものと認める。 
